
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 おもな予定 

1 日 ふれあい広場抽選会9:00～図書室 

＊2 月 休館日 

6 金 男の料理教室9:30～調理室 

7 土 神友会役員会10:00～展示室 

かんばいアイランド  

（お料理島、防災Kids島） 

自治会長会19:00～ホール 

8 日 民生児童委員協議会18:30～展示室 

＊9 月 休館日（体育の日） 

＊10 火 休館日（振替） 

神友会定例会10:00～展示室 

＊15 日 地方祭に関わる施設管理のため閉館 

＊16 月 休館日（地方祭） 

20 金 オリーブ学級10:00～展示室 

（ふるさと講座） 

21 土 かんばいアイランド  

（えこさく島、ABC♪島） 

＊23 月 休館日 

26 木 スローライフくらぶ10:00～展示室 

（陶芸） 

28 土 学校開放抽選会19:00～展示室 

29 日 神拝校区運動会8:30～神拝小 

（楽々神動会） 

＊30 月 休館日 

11/1ふれあい広場抽選会、秋のミニデイ  
11/4かんばいアイランド（糸糸くらぶ島、昔あそび島） 
11/7神友会役員会 、 創作教室（陶芸） 
11/8民生児童委員協議会 
11/10徳得学級、神友会定例会  
11/11かんばいアイランド（お料理島） 
11/10～12神拝公民館文化祭  
11/15 スローライフくらぶ（園芸） 
11/18創作教室（万華鏡）、自治会長会 
11/19神拝小学校文化祭 11/24 オリーブ学級（料理） 
11/25防災kids研修 11/26連合自治会研修 
11/28学校開放抽選会 11/29 ハーブ教室 

11月の予定 

 

平成 29年(2017年)    神拝公民館発行 

           平成29年10月1日 

 

世帯数 6,358戸(+11)先月比 

 男6,728人 (+ 9)          

 女7,191人 (+14)           

13,919人 (+23)   8月 31日現在 

 

〒793-0042 西条市喜多川 351-1  

TEL:53-6946 FAX:53-9011 

eメール:kanbai-k@saijo-city.jp 

 

 

 

10月号 
平成29年10月 行事予定 ＊は休館日

です 

楽 

々 

神 

動 

会 

ゴミ減量化に取り組む 

文化祭のお知らせ 
日頃の、公民館活動を発表します。お誘い合わ

せて、ご参加ください。 

作品展示 11/10(金)～12(日) 

舞台発表 11/12(日) 

その他の発表 11/12(日) 

平成 29年 10月 29日（日）午前８時 30分～ 

神拝小学校運動場 (車でのご来場は、ご遠慮ください) 

＊雨天時は、体育館で行います。 

紅組・白組の対抗戦にしました。

少ない人数の自治会も人数の多

い自治会も公平に楽しめるよう

に考えました。 

プログラムは、子供から大人・

お年寄りまで楽しめるものを考

えました。 

新しくスタートした神拝校区運動会の名前です。連合自治会役員

会において満場一致で決まりました。 

参加してくれた人、見物する人、お世話する人もみんなが楽しく

なるような運動会にしたいとの願いがこもっています。 

感動を神動としたのは、神拝を意識しました。 

どの競技もユーモアあふれる

笑顔いっぱいになる競技です。 

神拝地区を笑顔いっぱいの地

区にします。 

“いざ”“と言うときのために

日頃の備えは大丈夫ですか？

楽しみながら防災が身につく

プログラムを作りました。 

西条市の家庭ごみの排出量が県内 11 市で平成

20年から8年連続で最多となっています。 

ゴミを減らし、資源化を進めるために次のこと

に心がけてください。 

●ペットボトルは資源ごみに 

●生ごみの水分を絞ってゴミ減量 

●菓子箱などの「雑がみ」は資源ごみとしてリ

サイクル 

●ダンボールコンポストを活用 

 

楽々神動会 

西条市は一人一日当たりの家庭用燃えるごみ

の重量が、県下一重いとのことです。 

神拝校区は、「生ごみの水切りを徹底する」 

活動を起こし、やがて全市に活動の輪を広げ、 

生ごみ重量を減らす「まち」を目指すよう、 

ご協力をお願いします。 

     神拝校区連合自治会長 安永省一 

             ほか 役員一同 

TEL:53-6946
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おすすめの本 

人 権 学 習 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

防 災 教 室 

神拝小学生による座席への案内や、神拝保育園

児の踊り、フラダンスや日舞などの余興もあり、

皆さん楽しいひと時を過ごされました。 
 
開催に当たり、婦人会をはじめ、民生児童委員、

自治会の皆さんなど、ご協力いただいた方々に

心よりお礼申し上げます。 

愛媛大学防災情報研究センター 

二神副センター長、森准教授をお

招きし、防災教室を開催しました。 

二神透 副センター長 

「南海トラフ巨大地震と豪雨災害に備える」 

 

 （自然災害に備えて） 

●自然災害は、何が起こるかわからない。 

●敵は自然災害ではなく、自分自身である。 

●普段はできるだけの備えをし、災害時にはで
きるだけの行動を。 

 

   恐れるのではなく正しく備える 

(具体的な対応について) 

●地域で起こる可能性のある災害をあらかじめ

考えておく。 

●避難所の運営訓練を行う。 

●地域の危険な場所をあらかじめ調べておく。 

●災害、避難時のために、想定する災害の種類、

避難の判断基準、避難所等を記したカードを

作る。 

森伸一郎 准教授 

「減災カルテとその効果～自分の減災力を確認し

てみませんか？～」 

（地震の備えは） 

●決めたことを守り訓練すること(防災) 

●自身の弱みと対策を考え実行すること(減災） 

（愛南町における成果） 

●地震保険加入率アップ 

●転倒防止、落下防止を進んでやるようになった 

（当日実施したアンケートなど） 

●地震防災意識アンケート 

減災カルテを作るための資料となるもの 

＊減災カルテとは、自分の災害知識、危機管理対

策などの現状を自己評価するもの 

●リスクセンス調査 

実際の災害時における自分の行動のくせを予測

することができる 

 

8/23～24 小地域懇談会 

参加者の声 

懇談会では、「次郎は次郎という仕事をしてい

る」という VTR を視聴し、北中学校人権委員

による大島青松園訪問の報告、障がい者の方と

ご家族のお話などを含んだ、藤田栄二先生の基

調講演のあと、小地域ごとに懇談を行いまし

た。 
●障がい者を受け止める健常者は、センスを磨く

必要があるという言葉が心に響いた。 

●障害は個性のひとつととらえることが大切。 

正しく理解することで、偏見のない障がい者の

住みやすい街になると思う。 
 
●生きるということが、いかに尊いか、改めて感
じさせるVTRだった。 

 
●周りがやさしく変わっていけば、障がい者も暮

らしやすくなる。相手のことを考えれば、健常

者も楽しく生きていける。 
 
●北中学生の発表は素晴らしく、一緒に話し合う

ことにも意義があると考えた。 
 
●誰でも年をとっていく。高齢者に対する話し合

いをしてほしいと感じた。 

●学習をして、青松園に行ったが、実際に行っ

てみると知らないことが多かった。 

「ふるさとに帰りたくない」という理由を知

って、かかわることが大切だと思った。 
 

●言葉が話せなくても、コミュニケーションが

とれること。ただそれは受け取る側の心配り

ひとつで変わるということを学んだ。 
 
●私たちには、まだまだ学ぶべきことがある

し、学んだことを伝えていく義務があると思

う。センスに限りはないと思うので、高める

だけ高めていきたいと思う。 

北中学生の声 

9/9 

 

9/3 

30年後の君たちへ 
―西条市・市民全員参加の防災計画― 

              発行 西条市 
 
平成 16 年の台風により西条市は大きな被害を

受けましたが、災害復旧への取り組みを通じて

「自分たちのことは自分たちで助け合って守

る」という防災の基本を学びました。 

公民館の図書室にあります。 

貸出しもできますので是非 

ご利用ください。 
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